
国際交流員と外国語指導助手を通して世界を見てみよう
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が、個人的には小規模な学校の方
が好ましいと感じます。先生から
個人への配慮があることや、より
多くの役割を担う機会に恵まれて
いることは、小さな学校ならでは
でしょう。

　内子町小学校音楽発表会を例に
挙げれば、小さな学校では全校ま
たは学年全員が発表会に参加する
ことになります。一方、大きな学
校では、やる気のある生徒に任さ
れます。自主的に集まった中に男
子生徒が２人しかいなかったとし
ても、驚きませんよね。でも、た
とえ男子が自主的に参加しなかっ
たとしても、彼らがもっと音楽に
触れることは良いこと、という点
には賛同してもらえるのではない
でしょうか。
　他方で、大きな組織の中で社会
性が身につけられるという点を重
視する見方もあります。

　では、何のための教育でしょう
か。日本では、勉強と同じか、そ
れ以上に人格形成が重視されま
す。そのため、授業に参加しない
生徒であっても、人格形成に重要

　日本と他の国々との違いについ
て、今回は教育の違いに焦点を当
ててみましょう。
　一見すると似ている点がたくさ
んありますが、先日、初めて儒教
に関する本を読んだときに、これ
まで感じてきた「違い」の全てが
理解できたような気がしました。
私には、日本の価値観が、儒教に
根ざしたものだと感じられます。

　例えば、日本の運動会で一番大
事なことは、全員が参加すること
と、ベストを尽くすということで
しょう。時には家族や地域住民が
参加し、地域交流を目的とするこ
ともあります。誰が勝つか、どの
チームが勝つかは、一番の目的で
はありません。
　南アフリカにも運動会はあり
ますが、日本と違って平日に行わ
れるため、両親の参加はわずかで
す。一般に参加を呼び掛けたとし
ても、200m ハードル走や高跳び、
やり投げなどの競技が中心で、誰
もが参加できる内容ではありませ
ん。ここでは結果が重視され、勝
者は学校や地域を代表して上の大
会へ勝ち進んでいきます。

　欧米でみられる「個」の重視は、
「個人の達成」だけではなく、「個
人への配慮」も重視されています。
　私は外国人教師として町内全域
の学校を訪問し仕事をしています

と考えられている部活だけでも参
加できるようになっているので
しょう。欧米では、勉強をしなけ
れば遊んではいけないという考え
が一般的です。また、国によって
は学校をサボるのはご法度である
のに対し、日本では学校に通いた
くない生徒に対しても特別に配慮
されています。
　警察が介入するような国をみ
てみると、国の教育制度が良くな
い場合が多いようです。実際、世
界の教育制度ランキング

※

では、数
学・科学・読書のトップ 10 を支
配するのはアジア諸国だそうで
す。
　このようにいくつかの違いが感
じられたとしても、単純に自国の
制度が優れているとは限りませ
ん。繰り返しになりますが、はっ
きりとした勝者がいるわけではな
く、あくまでも「違い」なのです。

高校生のイングリッド（中段左）

※参考：http://ja.wikipedia.org/wiki/OECD「生徒の学習到達度調査」
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